
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜編集・発行＞ 湖東地区まちづくり協議会 2012．6 

湖東中学校では、この4月から学校給食

が始まりました。 

この給食は、東近江市能登川学校給食  

センターから配送されています。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５月３０日の高齢者教室の模様 

平成24年度 湖東コミュニティセンターの 

「さざんか学習講座」募集のお知らせ 
４月から、まちづくり協議会によるコミュニティセンターの指定管理業務が始まりました。 

これまで、湖東地区では子どもからお年寄りまで誰もが生涯取り組める学習講座、「さざんか学習」への取り組みを

進めてきましたが、今年から講座の仕組みが下記のとおり変わりました。 

今年も高齢者教室に、約１４０人の申し 

込みがあり、初回の教室が５月３０日、湖東

コミュニティセンター多目的ホールで開講さ

れました。 

受講生の皆さんは、体力測定とお茶のサー

ビスの後、湖東地区文化協会「宗家藤間流日

本舞踊勘紫聖の会」の皆さんによる日本舞踊

を鑑賞されました。 

湖東高齢者教室 

四季の花に親しむ教室 
四季折々の花たちを素敵な作品に仕上げてみませんか。 

フラワーアレンジメントやガーデンニング、プリザーブドフラワー

の基礎知識や季節の花を長く楽しむ知恵を学ぶことができます。 

講師は、中里町の「花はづき」の清水洋子先生です。 

✿フラワーアレンジメント 

6月15日(金)、11月2日(金)、12月21日(金) 

いずれも午後7時30分～ 

 ✿ガーデニング 

7月7日(土)、10月27日(土)、12月8日(土) 

いずれも午後2時00分～ 

 ✿プリザーブドフラワー 

9月7日(金)、2月7日(木)   両日とも午後7時30分～ 

【全８回開講・・・受講料2,600円】※材料費は別途必要 

★定員に若干余裕があります。ぜひ、お申込みください。 

素敵な作品の数 ・々・・ 

第１回の講座は、市内蛇溝町在住、東近江市文化団体連合会 会長の村

田利子さんをお迎えし「老後を活き生き暮らすために」と題した講演で

健康に過ごすための秘訣など、笑いを交えながら気さくにお話し下さい

ました。 

 高齢者教室は、野外研修２回を含む年10回の講座で、受講生を引き

続き募集中です。受講料は2,000円です。ぜひ、お申込みください。 

募集中 

東近江市の生涯学習講座 

【湖東コミュニティセンター講座】 

地区における講座の推進 

 地域に根ざした活動が期待される企画や運営 

 ・湖東高齢者教室・郷土探訪教室・爽やか銀輪 

 ・懐かしのメロディー教室・書道教室 

・四季の花に親しむ・彫銀教室・三味線教室 

・こどもｸｯｷﾝｸﾞｽｸｰﾙ・手工芸教室 

・こども自然観察教室・家庭の菜園講座など 

【東近江市地域振興事業団講座】 

全市的な講座の推進 

全市的・広域的に実施する多様性、専門性

に対応した講座の企画や運営 

 八日市文化芸術会館・湖東コミュニティセン

ター・蒲生コミュニティセンターを拠点に開講。 

 ・パソコン教室・生け花教室 

・ＡＢＣ教室・写真教室など 

湖東コミュニティセンター ℡ 0749-45-0950 IP 0505-801-0950 



湖東中の新しい先生 
①前任校 ②何年目？ ③なぜ先生になられたのか？ ④担当 ⑤好きな言葉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おいしい給食 
今年度から湖東中で給食が始まりました。 

 

 

＜みんなからの一言＞♡ 

・おいしい ・バランスよく食べられる ・温かい ・お母さんが困らない 

好きなメニュー 

・きなこ(ココア)揚げパン ・カレー ・炊き込みご飯 ・コーンツナサラダ  

 

＜先生から＞ 

山田先生…残飯の量が少し多いようです。好き嫌いなく食べてほしい。 

鎌仲先生…中学生男子１日２６５０キロカロリー 女子１日２３００キロカロリーを食物からとる必要があり

ます。学校給食ではその３分の１の８００キロカロリーで給食が作られています。栄養的にもバラン

スよく栄養士さんが考えて作ってくださっています。残さず食べてください。 

 

 

長
おさ

  先生 

①湖東中が新任校 

②１年目 

③中学校の先生に 

憧れて 

④１年・英語 

⑤一期一会 

大岡
おおおか

  先生 

①湖東中が新任校 

②１年目 

③教えるのが 

好きだから 

④１－２・数学 

⑤初心忘るべからず 

岡田
お か だ

  先生 

①八日市養護学校 

②５年目 

③野球を教えた 

かったから 

④１年・保健体育 

⑤感謝 

小林
こばやし

  先生 

①五個荘中学校 

②３２年目 

③教育実習が 

楽しかったから 

④教頭先生・英語 

⑤ファイト！ 

このページの制作 ： 湖東中学校 広報委員 ３－２ 松野優華 ３－１ 倉橋佑香 
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今回は、山田電気の山田 和宏（やまだ かずひろ）さんを取材しました。 

山田電気さんは、昭和５５年、中一色町にお父様が開業して以来３２年目になり 

ます。主に電気配線工事、上下水道工事、設備工事の他、家電の販売もされていま

す。また、エコにも関心が高く、便利で省エネな設備の提案など意欲的に取り組ん

でおられます。 

和宏さんは、彦根工業高校の設備システム課を卒業、電気水道の総合設備工事を 

されている会社で修行の後、平成１１年に２３才で山田電気の２代目として跡を継

がれました。『電気屋を志して良かったと思うことは、人とのつながりができたこと

や、お客様のご要望に応えられた時です。今後も、エコで便利な設備をすすめていき

たいです。できれば三代目も続けば最高ですね (笑)。これからも地域の発展に少しで

も貢献できるよう、頑張っていきたいです。』と語って頂きました。 

休みの日は野球好きの仲間が集まり、月４回ほど、試合や練習をするのが楽しみ

という和宏さん。コトナリエでは、毎年暑い中、湖東地区の電気工事店の方と力を

合わせ配線などの作業をされています。そんな和宏さんに今年の夏もひばり公園で

会えるかも…… 

                             （Korin） 

～ただいま商い中～ 

プレゼント！ 
 「山田電気」提供の“ＬＥＤ電球”を2名の方にプレゼントします。ご希望の方は、下記の要領によりご応募ください。 

＜応募方法＞ 

あなたの住所、氏名、電話番号を記入の上、事務局まで、はがき、メールまたはFAXでお送り下さい。 

締め切り： ７月11日（月）必着 

「山田電気」 

山田 和宏 さん 

山田電気 
中一色町347  

TEL  0749-45-2358 

 ５月１５日～１６日、神戸市立王塚台中学校の生徒１４名が読合堂町の農家に民泊  

しました。 

この民泊は、近年、全国の多くの学校で実施されている「民泊体験旅行」であり、   

読合堂営農組合が東近江市体験交流型協議会の会員になっていることから、２年生の 

男子７名、女子７名を４軒の家庭が初めて受け入れたものです。 

初日は、あいにくの雨模様でしたが、サツマイモの苗植えや“ぼた餅”作りなどを  

体験しました。２日目は、青空の下で田植えや苗箱洗いに挑戦し、いちご摘みやフキ取

りを楽しみました。またお昼には、緑いっぱいのさわやかな田んぼの畦で“野良弁当”

を食べました。 

参加した生徒からは「いつも何気なく食べているお米ですが、こんなにも大変で苦労

があるということを初めて知り、良い体験ができた」と感想がありました。 

今回の受け入れ家庭では、「普段は、夫婦二人だけや少人数の家族で生活しているの

で静かな家ですが、この２日間は、久しぶりににぎやかな声が家の中に響きました。子

どもたちにいっぱい元気をもらいました」という声を頂戴しました。 

また、読合堂営農組合長の澤田 喜一郎さんは、「永源寺地区や愛東地区では既に  

中学生の農家民泊が積極的に行われています。当地区においては初めての受け入れで 

したが、今後も地域の活性化に繋がる取り組みの一つとして、また湖東地区の良さを 

全国に広めていくためにも継続していきたい」と、これからの目標を話されました。 

農家民泊は、都会の中学生と農家が一緒に農作業の体験や料理づくりを通して、両者

がともに感動を味わえる事業といえそうです。             （By西澤） 

～まちの話題～   

 

 

 

神戸市の中学生が来た！！ ～ 読合堂町で農家民泊 ～ 

＜見本＞ 

プレゼント品は 見本と 

異なる場合があります。 

苗の補植をする中学生 

野良弁当を味わう中学生と 
受け入れ家庭の澤田さん夫婦 

事務局 〒527-0113 池庄町４９５  湖東地区まちづくり協議会事務局 

E ﾒｰﾙ suki-koto@e-omi.ne.jp FAX 0505-802-3393 
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